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骨髄 佳 ち 血 病 侭 、癖 磁 一に お け も 白重Z.球 の 翼

常 常 殖 客綺 徴 とす ・うが 、 彪 性 骨 髄 性 ・白 血 病 憲

首 の骨 髄 ぞま 粕 血 .中1て 侮 、勿 猪 存 骨 鰍 球 の'

他 に 、 多数 つ鹸 踏白血 球 と 、 ゼ此!で 至 る 纏 マi
ミ

の域飾 嫡 の繍 齢 微 認 め 鰍 ㌃・ こりよi

ラ 行 血 ヲ覆 像1守 、 白 血 病 綱 胞1(巻7ヒ 「渉 骨 髄 芽 球,

ま た1丁 前 揖 樋 球 ザ 、 尺7=ξ㌧学1く 璃 殖 宮 繰 り丞 す

だ け ず 存 く 、'」7存 く ヒ も そ の 一 ろア侭 、 な 駅!分

化 し 碍 る脅色力 三 有 し て り 「う の 一～ノ下 后{♪ だ3ク

か と1)ク 捌 客 ≒と ノし7ど 。 す 存 匂ら 事 、 白 血 病 と

1)え ど う 、!全 く 性 賃 の 袋 存 っ7ヒ"露{・ 也 り の 系囚

胞 だ`す 炉 噌 之 て く ゐ と ρ)も の 「ゴ!7澄 く 、 正.

弟 々 血 磁}ん・化 り あ る段 鯖 プ 、 命 イヒ尺 裏ll彰(あ

・ ろ く♪灯 停 孫)客 超 た し 、 未 熟 庵 段.ア宿1く イ毎 寄 っ

'斥 専 可 確 殖 し て こ)bの ぞ瀞 な り の か
、 とDう1

こ と で あ 診 。 と す 吹ノず 、 こ う!分 イし り 襲 蝶}'て 去

っ て 白 重Z痂 化 し た 細 胞 玄 、 伺 う か つ 労%ゼ 天i

常 紛 他 輸k留 し7物 二傭 ゼさ嘱

齢 硯 在 聾 し て行 わ れて θ製 う 獄 豪朋 謬
1

そ れ 自 硅 玄 殺 す 乞 し))方 残 と!7違 っ1ヒ 、!全 くi
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噺 い)名 療%が 可 能 に な 勃 物 し れ な い 。

/969名 ㌔ 命 円'〈.よ っ て 樹i立 さ れ7そ マ ウ ス ・骨

髄 性 白 血 病 細 飽 才衆 図{に 、 こ の ♪ う7iま 白 重z病

綱 月乞 の ん・イヒ・重 考・之3上 ゼ,づ 垂ζめ て 葺 巨簾 ラ果 し)モ

知 レ維 提 秩 す3こ と 隣 フた轡 ♪勿 惨 身 ご

の数 毎 図1翻 髭 用uマ 研 廉 亥進 め て ヨ π り1

献 瑳 下 に そ の 概 辱 乏 御 紹 冷 し た ・・。 し か し;

振 り返 っ て み れ.!ず 、 既1〈 阿 イ 細 擢包 κ 閲 し て 毛

ノ彪 た.斥 一量 の 仁 〕争 捷 出 マ み り 、 ラ角 も 〉乏 う 存 ん の

一 暑セ乙 受 け 輪 う7之1て 過 ご 冷 ・》。 列 庫 幽 自 匂r)

仕 昂 だ け 一ビ ス ト ー り 一 左 組 立 て ・う こ と'マ 〃†4フ

な ・,が ・ 鶉 耽k著 ㍗奔 ノマ 他9糸 完ジ説 玄 秀 韻 纐 う こ

と 乞 し マ ・ 恥 ず 付 私 の 肱 亭 乏 中'じ ノく嶺 毛 進 あ

、一あ わ せ マ 鋼 簿 りk蔚 来 へ の 族 望 遠 訊 冴 た ・ジ
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工 、 〃)、ノヒ=促1進 因3一 と 乏 の ・}生.貨

呂4緬 砲!守 、 白 ・血 掬 好 発 昂1で ろ ・ら 爲Lマ ク●

ス に 自訟 絡 室 し1に骨 髄 帳 白 血 病 党 、 ノ塾

の佑 養 魚 κ移 し、 堵 湊 殊 繍 乞 と しマ 樹iで れ1

た、礁 駄 晴 髄綴 と脳 輪 斎舵 渦i

う.ω 適 常 り姥 擾 希4キ 下 「ヂ♂丁 、芸 域=様 形 態 之
,1

イ皐 っ7と 著 罫(図4一 α)ラ 弩遊 轍ご一ビ'痢 電直 し 、 まSL

マ ウ スK稲 植 す う と 、 白 血 病 七 し くrr良 下 腫

コ瘤 兎 形 或 し て宿 主 之 襲 多し ご せ ・翫 し こ3カ ・、

H4細 月包 に あ3孝 塗 つ/分 イヒ.〃毯 因 み(D因 宅ト)

客 秀 加 し て 珀 擾 す う と 、 こ つ 綱 飽 が!分 イし し 「(

き々 守 球 や マ フ0つ?一 ジ(図1-b)に 存rら こ

乞 が,後 κ 丞 べ1わ 麓 マ の 怯 質 つ 斐 イヒ よ つ ら か

っ 点こ の で あ うo

マ ウ ス 舶 見 繊 緩 募 細 胞 の 老刀代 与 ・)し ク ニ 代 ・

殆 農 の 垢 養 彼(c。 舩1七i。 凶ed撚 ごdi以 幽:C卜4)i

左株取 了 枇 、 こ碑 に 昭 翻 縦 冷 イしさ如

うD因 き が!含 尋 ψしマ ロ3こ ε が 、 「わ1『 の 初r期{

の論 乏 で 邸 か に ざ 峡19)0剛 尺フトの 蜂 ・
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馴 諺 凝 イ区 韓 や ザ癖 二づ函 頭 毒 晦(製

寒 僻 勿.ヨ 旦 ≧.二二左 舜 ㍗1食.軽 一ξ麺 .蒙.チ リ プ'
あ7ス 粒 塾 璽塵2∠寧墜 暖 搭轍 嚇 .廓 嫁伽 ヨ
処敵 特 羊麺 麩 む ⑩2 -.ト亟[r雄 し1徹1
馴 繍 包一一蘭 ∴麺 Σ頭魂画 鞭 ユ1二二r■



ヒ'一 一}一}} 一～ 一一 一 … 一 一一}… ～}"一 　 }一 一 一 「

成 あ と し て ・ 物 後 担 漉 ラ ッ ト の 腹 水`P)や 緬

菌 肉 毒 臨(en歯 十。×図 う 畏 チ 後!<癬 し し天 マ

ウ ス 血 猜 ω 冷 ど!父D因}箔 性 が あ3と 報 告 ぐ ・
"話 し τ

こ 。

ド ー私 自 身1守 、 こ9♂ う 后 卜44細 月乞 の モ ・デ1レ 突二1

駿 之 、 最 終 的 κ蔚 人 白 血 病 の 弟 擦 ヘ ブ£ 五 た て 」
　 ノ

…ア(
一一9と,r看 之 、 ノ<、.り ノ圭 イ岸 ヌ貌 麦Nキ κP因1告 佐.昆 つ

」

け ら べ く纏 ぐ蕨 粛 しπ縮 泉 、ん 羊 フド 噌(誇]・ ゾ

P因 ケ弟 注 の あ3こ 乙客 兇 幽 し π 鯉 同0・ 趣.

旨 の訊 サ!す 他 ・厨 究 塑 で う カ ぐ 耽 マ し)マ ・ ん

の 幽 疲 ヤ 尿 中 にD因 多 が 旛 在ゴ る と ・ウ 報 告i

も 見 〉 ゆ1・3)寺 尺D邸 は 、 ん 羊 膜 のc阿i

カ・づ も 筒 し)笏 性 が 得 う れ る が1垢 潅 系Lし マ ,

樹 五 ぐ れ 天 ん 羊 晦 朗 乞Wl$HりC月1中/(幻 ヲ舌 ・
く

性、侍 見 出 す 二 乞!ず で＼ヨ 亨 ＼ こ ノし絃 イ也 り 系日 月2矛 、,

に 紬 側 の・齢 と同縁 であ 謂 表 だ_i

の締 匹 して既 対 ス勲 ウスり丹睨 繊 紹
く

老芽 細 胞 、裸9α イ か う 、 阿 θ ヱ ゑ 呼 鳶コ冷3r履6あ{

o・・o学 歪擁 自 が 覇 鍛 建 ψし て い マ 、 こ4し 々 ・)i

わ ゆ ・汐CSF%梗(正 弟 麺 姻 胞 左 剰 徽 してi
2



敢 磨 天,中'〈 コ0ニ ー 左・形 成(さ 《 う 祐 性)乞 共

に 、 図4細 胞 κ 財 し てD因}ヲ 刮 生 左 も 示 了 と

宅4フ 耽 て い る.(2)

鵬 工漁uて 侭 吻 粥 か 鈎P因}i
ロ ミ

も 未 だ 覇 履 ご ゐκ て い 和)の で 、 そ ・κ5か つ伺 一l

iの蚕 白 で勿 卿 嘱 伽 判脇 しな… レか{
ミ う

iし 一)ず ん 撚 処 瑠 ク・・乙・3諭)婬 フーて,;

!τ ♂ず 弓乙・全 κ 失%.し 、 オト透rオ斤1生 で.、 ト リ プ シ ンi

{

処f璽 に$っ7もrた 一ヲちす ・う こ と か ≦ 、 蚤 白 「『室 一ビ㌧

iあ る
こ と!て「共 盃 し てll㍗ 。 ・前 日 う の薪 し ・》角

家 、(!勿二(《 耽!ず ・ マ ク ス 朋 児 、繊 維 彦孫 日 飽 し 阿 中i

のP因}!て 「、 ノ分 ・1>履4!L5一 万9擁1ノ 蛋 白 一7・・あ りi

,ξ π 纏 ノ(よ う 綺 袈 性!ぴ 見 つ れ 存 、)。1

● こ の よ ク7ぴ
・覆ミ白 性 ノクD因3一 φレ他!く ・ ブ'キ サ

・ 灼 ゾ ン冷 助 ル コ コ1け コ イ1〆 鯛 1陀 パ

id。+。畑 ぐ瑚 々 彦 の封瞬 白 酸 の0因}う 報 岩 でi

れ て い ゐ.;

こ ψし5り 話 性・因 ろ一'てつ り マ 仔 ・ 諺包象 り 解 酋i

乞`)ラ 勧 彪、か ジ!守 で3も7ご ヴ 孝 ㌘も斥 物 質 ガ 望1

ま し ぐ 書 π ラ名鋒 へ の応 吊 乞Pラ 視 乞.か う 見;
一隔畢一 一}一 一.-一 一一 一一 皿一一 一一 『 一一 『}鴫 一 _ノ

Cl



.… 鴇.一 一.一 訊 ノξ6

耽 獄 で 茜 知 す 生 獲 釣 ゼ倒 旋 汐鯵 舶 弔 の 獅

・堵 の が 望 ヰ い)tと!7官 う 寄 マ・右 な り .そ

の の 量 竜 疏 で 、 色 セ 斥 物 島 編 κ 刎 生 囚 各 乞

求 あ う ス フ リ ー 二 〉 フ・作 づ乞1マ　璽 掌 で47あ る か`

・一 方 そ れ シ 笏 燧4～ ～久/寸 う シ ス ヲ 卵1

と零 ラ と 、後 超 丁 ら お クκ か 存 り棍 雑 有 現 募i

の一御 現 で ・ゆ 二乞移 ぐ,騨 ・拷 適 劉
'i

万05訊/シ ス ア ∠、と!3言 む な ・》.そ こ でLρ

因 》 薗 身1て 穫}す つイエ昂1`一 老 ,ず 才旨 、)マ 、 幽 乞

し て 灯 川 細 月⑳ 斜 切 メ カ ニ ズ4玄 劫 奢

訴囚K解 オ斤 す るr方K、 イ土搾』の重 、蓬..客 置 く こ と ヒ

し ア(。



…7_.、

ユ 命 イヒの指 得 貨 の亀 冤

合 化 の機 構 玄知bた め に!7、 浮ず 向 匂 分化'

の 摘 縮 と す ・う か 左`)ラ 点 が 「塗零 で'あ3。 〈イ7;
"

繍 肋 鉢 のマ ー か と しマ 砲 在7で!(,紹
{

鍾 の 戦と質 の 凌ノと』か報 ノ告 ご ψし一てt)う か 、 言 「ジ孝刀

めK報 告 で 畝.た の 応 綱 月乞り 鹸 脅色 う 誘 導 一ガ ろ

フ π19)図 ゴ細 .胞1了 、c～'コ な ど の 因 各 を タド

か 二〉条 血⊃ し7ぴ く7る 疑 寒 ヲミー中'<コ 仁3ニ ー 芝7多

成 す1>こ と か で＼5・》 ガ・、 》 の よ う1(し ・て で3

た コ ロ ニ ー!肌 全 マ 図 ユ奴 の こ吃 く き ら 毛 歌,・

の 混 集 型 ユ ロ ニ ー で あ 軌 と こ3ガ ・、 寒 天 弁

'てD囚 き 玄 刀Oメし マ ち'し 》て ・ぐσ ・う と 、 コ ロ ニ ー 億

図2-bの こ吃 く 拡 翫 型 と な っ た.こ れ!♂ 鰯 舵

・ が 寒 天 中 芭i尿3乞
,し た た め κ で ご た う の で・、 、

冷 化 フ ㌃ 乙!獄 フマ 遅鰯 歴 露 得 し 尺 わ つ

と解 縦 す う こε ガ で5う 。 事 更 、 二 つ9タ イ{

プ9コ 〇 二_切 ・5そ 底 劉 し細 胞 乏 篠 う 、 ギ 《i

ザ郷 にあ て礁 槻 駒 ると凝 鯉 つi

ロ ニ ー カ、5と っλ 細 胞 侍 切 若 乃 肴 髄 芽 球1ず かi
-一 一 一 一 一一'}皿 一 一 一一一 一一 一 一 一一_ 一______」,



3
ノ四 開　 　 一一

り 一ビ あ う か・、 拡 笏(型 力、5乞 フ 尺 右 つ!7r偽 一中笏 く

有 ・nし マ フ ロ ク?一 プ 霧(を 星 し 、 そ れ5か 『還

勧 能 ～皇指 フ て ξ,・診 とnう 周 知 り 穿 喫一 乞 仁。 ア リ'

!級 し寸 》 。

こ づ!(ん ・イヒ の マ,カ ー 乞 して ・貧 喰 能 テ ス ト

が よ り 簡 イ更 でく有効 で あrう こ 乞 右 の か っ7<(ご 。2

餓 編 島 呼'ず齢 混 く.マ フbつ?づ

ヲソ7盛 ん.K翼 物,整 ノ貧0食 すrう 。 勅 ・ノヒ 奄 ♪イ ぐ 係肉

同包 κ 隠 ・翁 喰 能'守 為・い カい、D困3r玄 添 一加 し 一て2

ハr3{ヨ 佑 、濠～し た り ろ 、 寸i。リ ス チ レ ン ・ ラ ヲ ッ

フ 又 紅 折 乞咳 寸oえ マ 柵 臥!分 イ仁 し π 綱 飽

炉 そ れ う 歪 盛 ん!く ノ貧 喰 し て1)?ヲ の ガ 顕 微 鏡 下

K観 難 で5ろ(図3)。/貧 喰 乙 てP訴 囚 陀 り

・ 馴 倉 左 択 め う ⊃ と!く"り 、 物 綱 月包 集 団 内 で

'の 釧 ヒ の縫 濠落 知 う こ 乞 が7鴇33.

ニマ クYコ つ7一 ヲ♪'に ず… 、マ 、 疑 げ参Zも フ牧 込 ん17ぞ

フ フ ゴ ゾ ー4耀 、 一 捷 ラ イ ソ ゾ ー 乙～ と 島虫!昏 し:

マ 乏 一フセ ラ イ ゾ ゾ ー ム 玄 形 杁 し ・ ラ イ ソ ゾ'-4;

窮 孝 の 働3尺 よ ブz髪 吻 が 命 触 で れ一る 乞 い う1

プ ロ セ ヌ 灯3く 知 う4し マ い う.そ4し 奄 う け 、1



〆_______.____.__,__..フ ー へ

ト1{綱 月含 吻 涜 イヒKイ 学 う て ラ イ ソ ゾ ー 乙、窮 亀 の'

劾 帳1く 奮 イヒ が 起 っ て もuし)箸 だ2を 之,爾 壼

刎 躯 劉 足 し 鳶 ρ

私 た5侮 、 穿 ず 瑛}型 的 存 ク4ソ ・ブ ー ∠→鶴 霊1

デ あ う 屍cl4P腕 ・∫r甑 士κe乞(染 払epもlhκ 滴 目1

しπ が 、果 し て両酵 煮 と右 川 綱 胞0!鋤 ざ

にイ半って顕 猪 砺 性 の塀 が 認 め5妖 ◎ ・i

囚 》 』 乞 も1(づ 老 ノ後 開 始 後 一、1日 目 か5倉 喰 能 、

ガ酵上 」昇 し'π い づつ 、 凌 ・)て 悔2・ 日 目 く うL}か ム42く[

献pk・$p賊 士薦eガ 「・ さ ～!く 違 耽 マ3日 目 力、5
,

c久うkep引hラ ち帳 か 上 昇 し 停 ひ あ た 。D因3三

そ め 熱1こ ¢ フ て 字 箔 化 し た り・ 分 イこ の 輿 宅 刷 、

Lし て 知 う 耽 てPうb伽 ・dε・×/ur、 幽eぐBUl

訊R)玄D因 ドひLと も'(カ コえ て お り ア七 り 一す3と

、解 蕩 劾 岐'丁 轄 処 拠 の 阿4細 胞 の そ れ と 同 じ

レ ペ1レ1く=乞 乞い 罫 っ たoi　 　

姦1に 鳳 、 図{細 飽 と そ り隻 裂 棘 に っ1,て{

一〃麟 毒 ラ甜 祈 ・した 訊 … 細 月包ρ7)臨 剛}

細 肥 ち 継 代 マ に 、 お そ う く 血 須 ・中 ～て・含 等 吐 「){

薇 量 つD因 ケ の 作 用 で冷 化 した と慰 わ 幽一3マ
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、

・ 一 言 ・Fビ 受 秀 砕 の嶺 導 斌 昆 勧 ・食 喰 能

の誘 導 的 異 飾 ・1御 魚 の 支 配 下,て あ つ 、 よ り

塔 易 に.起 り得 る毘 象 ブ あ う 二 ε 右 、 復 よ り 日月

う か マ"誘 う も
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皿・・ こ れ カ、1う り祝 題 と そ の 展 閉

以.」ζ述 べ た儲 マ ー カ ー の う つ 、 ノ食 喰 能 し 星

`動 肩ξ
一!証ウ っ ゑ う 簡 便!(炭 屋 イヒ で で 、 尋 尺 愛,イじ

も 顕 著 で あ ・う か 、 そ 教 が 発 魂 こ れrbた あ κ ノマ!

か 冷 り う く り 電 象 が 複 薙 κ 絡 み 念 っ て1)3だi

3う 乞 侭 塔 易!(権 刻 で8・ う 、 分 化 っ メ カ ニ ズ …

ム!〈=さ5!〈 殊 い 須1}鉛 芝 お 三)つ「た め!て!7、 こ つ

よ ♪ 冷 終 宋 電 象 で1π ゐ く 、 よ り早 く 、 よ り鋭

綾 κ 夏 応 丁 う マ ー カ ー 之 廻 出 す 嶋 辱.の あ る 二

左 灯'言 ♪ 尋 ブ も な り 。 ラ イ ソ ゾ ー ∠、醗 孝、%塗 圭ジ

K箔 目 し π の ち 、 こ の 許 う な 観 点 か37・ あ.

アこ 。

現 在 匁 アヒ て〉!マ.図1細 月包 の 冷 た1こ イ手 っ て!翁

喰 能 や 理 勃 能 由・・賓 ～薄 で れ ・っ と い クr隻 た を 、 マ

70存 砲 象Lレ で ガ に 存 く 、 よ り!分3角 ろ グ

ベ,レ う 老 化 を しマ と 今 乙 κ ・亀 存 ん 准 亭 宅 進1

{

め て ・・3・ 問 知 の の κ ・ 綱 屹 屋 勧 ヤ 食 喰 と1

の 磯脅加 鰍 緻 醐 祉 嫌?フ ト題

フrシ γ 翫 の 嫡 乙千 κ あ う 場 象 を しマ 、 也 年 也i
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・界 の 多 く の 衡 嶽r竜 り ヲ這 目 芭」集 あ っ っ ゐ ゐ 。 し

か し 存 か 均 非 筋 肉 剛 ヨに お け う 収 縮 屠 自 重

に つ 建)マ 砲 在 ま で κ一得5、 κ マ し1う 知 昆 う1?と'

ん 斜 焦 常 跨 循 終 に 運 働 し マ`ゆ ア メ ー'ベ ヤ,
ロ く

マ ク ロ フ?一 ・ジ 存5・!て1劉 す る 診 の で 易 っ マ,i

踏 船 く翻 し恥 繍 肋 叡 勘 κ都 ■
》 の 変 イヒ り 齪 で・,ど の ♂ う 存 曇46ガ ・拠 縮 蚤 ・

白 質 あ3り1Tざ の 鯛 驚 白 唆 に 望 じ マ く 【》 弓

か に つ リ マ の 町 賢 控 皆 緊 と 有 つ7彦 ・)・ 一幸1・

に も 私 ブヒ ち ズ7.レ1生 細 同き ε の ラ そ の デ う 存 隻

/ヒ9研 究 す る に 刷 合 好 の 翫 客 も フ て{D3の マー

、 こ つ ゑ 毛 身・1用 し マ.!分 ノこ κ イ手 う ア フ ト ミ オ

「ン ン 亨,り 「変 イヒ,を 弓司 ヘー許 ウ と の)の で あriう 。

・ 極 く 最 近 Σ 訳c婦 の 万可 磨 皇 力・5 ,}4へ 鯛 月ξ≧り

・/外 イしk伴
っ マ 合 一荻r量 の 変 イヒ す る 細 胞f質 ・蚤 白 『貞

の うう 、 ア ク チ ン餓 が3駈 く備 鰐 懲i

、1)毅 老 ω が 幽 て 、 私 †ご5の 閣1じ 乞 も 遁ン ・ つ1

マ碑 蘇 く託 んだ漁 た卯 愕 た ラ… ヲで 扇

・ ア ク チ ン の ・含考 ラ っ 毛 っ!7!分 ノヒ9桁 後 ず 隻{

ノし存 く.倉 成 量1て 狩 や ぞ 噌 ψ0炉 認 、あ5れ ,尺 亡:
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、

の つ ・ と て も3オ 宅 乞ri手 一～rir、)か7テ カ・っ7三 一。 乏

畝#り 右 、 分 衣1て イキ っマ ア フ 千 ン/(愛 動 η 麦

た つ1主 じ た こ 乞 三 示 睦 了3興 味 藻 、》知 見 言 需

6

た(2ノ

ア フ チ7侮!分 予　量43,00・ の 津 犯 ン蚤 旨7㌔ ろ 》

1
グ こ 〃しが ミ ズ シ ン と 美 同 し マ 脅 肩邑 す る 拶

1て ㌃ ゐ アこ め κ ね ・ モーノ マ ー 一ビ あ3し ノ4フ ゆ ・》 奇1
・{

'ア ク チ ♪ か$
・

.Fア ク4ン(衣'リ マ ー)〈 の

重 冶・が 起 こ うな け ψUず な う 鳶 ・)。 こ の ㊨ →!=

%換 玄 促 進 す う糸 イ知 刷 ム 璽 ゼ醤 し く 調

へ"う 爪 マ お り ・ トノ匂 乙lz守 π17kα 有 一在 下!(6ザ

ア フ4ンi務 簸 三 、2よ 傷30ρcκ 加 飢 わ読zす3

こ ヒ に 許 っ て 重 念 の 紀 こ る こ と が 知5れ てP

・ さ 。 尋 尺 、 重 合 の 縄 度!3腸 孫し中 の ア フ 千 ン搬

・ 及 κ 比 ノ罰 す る か ・ ・あ3濃!隻 以.下 で あ 耽 ノで 益 く
,

重 合 し 存 り'う 獄 ア フ チ ン 堀 錫 濃 友 が 有1

在 了 る 乞 ρ ク 率 更 も 、 骨 絡 筋 ア フ ・チ ン7ざ け でi

存 く、 非 筋綱 砲 ア クチ/κ わ咲 麹 の 性 鴛 プ あ'

ろ 乞ノ言 吋ら れ 一て いrも 。i

P因 き 作 用 下 に 命 化 し た 右0乞 、 処 理 前 り:
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、

わ の と 、 老 れ そ れ の ト4イ 細 胞 左 ホ モ.rジ・ナ イ ズ ・

レ 毯'じ ・上.粛 之 と フ で 、 こ の こr畝eex廿 。比

中 の ア フ ラ ン の 脅 → 蘭 襖 乞 吻 こ傷k乙'お

誇 てべ」蚤 自 潔 浸一左 種 ぐ 変 イヒ さ 一亡 る 二 と!て 許 つ で

調 べ'て 尉 た,重!鮪 と猷 姦 塵 添 加 し τ3・ ・ご κ ・

1
1nc帆 甑 七eし 欠 の3・F一 ア フ チ ン の 紀 隣 つ「 ろ 亭 li

{
イキ 下1・こ遮'じ レ ラ屯 ラ宜1こ 努 ・弓〉 マ く ・う ア7乎 ン量

.

之 ・SDS一 ホ 。り ア フ リ1レ ア ミ ド ゲ1レ 電 気 …泳 _

亀々1て.よ っ マ 調 へ瓶7そ=。

マ ク ロ7フ ー ・ソ1く!分 イヒ し π 獲Lの 細 能 か ≦》攻

出 さ 嵌一尺 研 ア フ チ ン 俘 ・ 卜4冒乙1弘 、kこ'… 蒙 艮 ウ'

膚 す`〈 っ れ ℃ 塵 含 し て 究 渣 に 第 志 て く う 制

倉 か 南 く 布 う か 、 未 分 イし 紹 梱 胞 か う 取 幽 し

'在 ア フ ・チ ン"ご!写
、 卜匂d2寡 良'てi舛 し マ!7僅 力、

鳳 府・が 二》依 存 性 が の5〃
し ・う 毛 つ の 、k乙1ラ 寡 獲L三

・)く5憎 し マ も 全 く 重!含 κ 進 尋 存4㌧ た 。 之

k・ 予 め 確 〃'あ づ4t7ヒ 最 適 謬 護し り1イ 弓oh乞 κ

Ol奮 在 下k,脅 →1二1転 ・換 つ ア フ チ ン ラ農 ノ更 依 杉ひ 穿

・趣 、C四4e葡 αc七 つ 鮪 雍 庭 斐 化 こ てi

る こ と'(ぜ ト っ マ 宕司べ'マ み・アヒ。 図71て げ、=∫ ご と
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く 、 処 理 一前 の ト41謙 田月包iこ チ}rナ ゐ ア ク チ ン リ つ菱

合 の蚤 色 菰 友 依 倒 卸 魚!毎 イヒ し た も の に 転 配

て 閉5か ノ(低 く 、 寺 た ア ク 今 ン の 鶴 界 寡 度 も'

、!知 ヒ しk緬 胞 り 約 夕 僻 鍍 高 ・)こ と が φ か

っ た チ3り ・:

こ の ヂ う 庵 β →F乾 換 に 閣 し τ 、 前 述 つ 幽;

-t愈 姻包 β 、!毎 化 し た1獲 と・)図4勧]能1と 同 蒋 ≧ つ ハ。;

ヌ ー ン 乏 宗 し ㌧ 蓮 にD一 葡 舵 で け ・D因 ろ 逸 ∂D

之 て も1頃 え'な く マ 右 、・ そ こ ガ＼う攻 也,くぎ 取,●ろ フ

1ク 千 ン 偉
、 柔 ・分 化 月 イ 細 謄 由 来 σ)う の ゑ1・到孝叢

、 重!合 ・し'て く`)こ と 、が β月 う か ε7ひ っ た ぐご)

こ 爽 う 砲 、6卜 →1コ 彰 換 と く)う ア フ チ ン が オ饗

能 す る π の つ も っ と わ 重 雰 寿 性 質!く 関 し マ 、

分 イヒ1こ 伴 う 変 イヒ の起 コ 只 こ と 亥 危 唯 し 、 を れ 』

炉 ノ翁 喰 や 窪 今ヵ と ・)う マ フ ロ 奄 現 象 と 存 っ て 発

碗 しkの ぢ と い う 二 と 左 錫 く 了、峻 す3わ の で1

あ う.こ リ ア フ チ ン 重!鮪 色り 降 五 フ 天 差 ガ ・、

ア フ チ ン 肉 身'0質 的 変 イじ に ・♪ う も り か 、 そ れ

と う 細 月8質 中 の 柔 知 の 刎 御 国 を 客!年 殺 づ 《 た

変 イヒ'て 二よ 噛る も の カ、・ こ4し 汐vノ今＼後.!く ヲ灸(3れ7そ 重
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票 な 閥 題 で6ろ3ク 乞 一孝 之 一Zu・ う 。

一 昆 迂 ミ童 冷
、 そ し マ!分 イヒ、と`)う 視 象.の 縮 聚

の 命 左 這 っ て ・・う か の こ吃 ♂ こ り ヂ う 存 腐 爽i

<養「向 ㌔ 、 伽 胞/分 ・裂 に お'丁3ア ク1一 ミ ブ シ ン 尋、

つ 関 与L・ ウ ー 到 玄 多 っZし マ も 、 そ れ か 髪∫

'砧 っ と も湛 歪 的 方 調 飽 機 犯 解 閉 へ の愛 欝 左

内 乞 レ て い う こ 臼 マ言 う 寄 マ・も 存 ・).そ し マ

・ ㌘ れ が 学!て 細 胞!分 鍛 や 稽 謳L乞1)う 閻 麺/(と

参亀書 う ず 、 生.狗 学 κ ヲ曳(5ψ し7rこ量4こ の 謎 、/今 存

み 解3褐 有 り 命 化 の薇 構 つ 解 明 と 、 診 こ 彩 条

n乞 こ3で 曙 が っ で 臼 う 誓 ・だ乏 ・)う 挺 の 期 碕

三 わ っ マ 、!参 し1ゴ`〈 こ の 仁 串 玄 続rナ マ ∂ナ た

【,と 厚 っ マc'rる と こ3「 ♂'あri}。
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